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Arch410　 John Stamets 建築の白黒写真の授業

Arch498 Lucrecia Blanco 照明デザイン。

Arch500 Ann Marie 
Borys

建築設計のスタジオ

Arch435 Chris Meek デイライティングデザイン

Arch498 Kimo Griggs デジタルファブリケーションの授業

Arch501 Rob Coser 建築設計のスタジオ

Arch486 Brian Johnson Processing,GrassHopperの授業

Arch498 Jessica　
Miller

Revitの授業

Arch533 Melihka 
Inanici

Ecotect等を使った環境シミュレー
ション

Arch600 Kimo Griggs 家具作りのスタジオ

日本に比べると全てのクラスサイズが小さく、先生との距離も近いです。成績の評価基準はク
ラスが始まる時に明示されるので、それに気をつけていれば大丈夫だと思います。
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終わってみると本当にあっという間のプログラムでした。大まかに「専門（建築）」、「生
活」、「英語」に分けて感想を書きたいと思います。 
 
■専門（建築）の勉強について 
　こちらのCBE（Collage of Build Environment）で勉強しようと思ったのは、日本ではあまり
まだ未発展な分野であるDigital Fabricationといってレーザーカッタ―や３Dプリンター、CNC
ラウダー等を使って、デザインしたものをアウトプットする技術が進んでいるからです。実際
にiPhoneケース等のプロダクト作りを通して、パソコン内でデザインしたものを実現化させる
ための様々な方法を学べたことは、とても為になりました。またこちらの学校では卒業後にす
ぐに使える人材を育成するために、非常にプラクティカルな授業を充実させています。パソコ
ンソフトの授業も充実しているので、GrassHopper, Processing, Rhinoceros, Revit等様々なデザ
インツールを習得することができ、デザインの幅も広がりました。最後の学期では家具作りの
スタジオでは自分で椅子を設計して、木工所で実際に作りました。普段の建築設計とは違うス
ケール感で、細かいミリ単位のデザイン、そして接続部のデザインを考えるという経験は、今
後の設計に大きく活きてくると思います。 
 
■生活について 
私も含め４人でシェアアパートに住んでいました。初めてのシェアアパートでしたが、一緒に
料理を作ったり、旅行に行ったり等、とても楽しい生活でした。家に帰ってきてからの彼女た
ちとの会話も英語のスキルアップにとても役立ったと思います。 
建築学科はとても授業時間以外の作業時間が多く、平日は慢性的に睡眠不足でした。週末に寝
だめして、友達とどこかに遊びに行くという生活を送っていました。毎休暇ごとに各地を旅す
ることを決めていたので、休みの間はほぼシアトルにはおらず、サンフランシスコ・ロサン
ジェルス・ニューヨーク・フロリダ・ペルー・ボリビア等を旅してまわりました。 
 
■英語について 
来る前まではどちらかというとイギリス英語に慣れていたので、最初はアメリカ英語を聞きと
るに苦労しましたが、クラスのディスカッションやスタジオでの先生とのエスキスを重ねるう
ちに分かるようになってきました。デザインが主であまり文章を書く機会がなかったので、ラ
イティングはあまり鍛えることができませんでしたが、作品のプレゼンテーションやディス
カッションを通してスピーキング、リスニングのスキルは飛躍的に伸びたと思います。また
ルームメイトとの毎日の日常会話で、普段の会話には不自由をしなくなりました。 
 




